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【
報
告
】
歴
史
ロ
マ
ン
街
道 

２
０
１
９
「
尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る
」 

  

去
る
１
１
月
３
日
（
日
）
、
毎
年
恒
例
の
歴
史
ロ

マ
ン
街
道
「
尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る
」
を
開
催
し
、

市
内
外
の
１
２
３
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
浦
添
グ
ス
ク
か
ら
首
里
城
ま
で
尚
寧

王
が
整
備
し
た
宿
道
約
５
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
安
波

茶
橋
や
経
塚
の
碑
な
ど
道
中
の
史
跡
を
見
学
す
る

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

 

今
回
は
、
１
０
月
３
１
日
の
首
里
城
火
災
の
直
後

と
あ
り
、
中
止
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
首
里
城
周
辺

住
民
の
皆
様
に
配
慮
し
て
コ
ー
ス
を
短
縮
し
、
手
前

の
儀
保
で
解
散
し
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
、
歴
史

散
策
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
す
る
一
日
と
な
り
、
参

加
者
か
ら
は
「
来
年
は
首
里
城
ま
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

解
散
後
に
首
里
城
へ
向
か
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
う
ら
お
そ 

い
歴
史
ガ
イ
ド 

友
の
会
は
、
首 

里
城
の
一
日
も 

早
い
復
興
を
祈 

願
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

  

    

 

～
「
歴
史
ガ
イ
ド
講
座
を
終
え
て
」 

六
期
生
ガ
イ
ド
崎
山
久
枝
～ 

  

県
外
出
身
で
八
重
山
に
三
十
年
余
り
暮
ら 

 
 
 

し
、
浦
添
を
永
住
の
地
と
決
め
て
転
居
し
て
四
年
に

な
り
ま
し
た
。
同
じ
沖
縄
県
の
中
で
も
歴
史
的
背
景

や
地
形
の
特
徴
も
違
う
本
島
で
す
が
、
浦
添
は
自
然

豊
か
で
、
当
山
の
石
畳
道
周
辺
の
雰
囲
気
は
慣
れ
親

し
ん
だ
石
垣
島
と
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
大
好
き
で

す
。 石

垣
島
か
ら
来
る
友
人
や
、
県
外
か
ら
来
る
身 

内
な
ど
を
連
れ
て
浦
添
を
案
内
す
る
時
、
よ
う
ど
れ 

や
浦
添
城
、
伊
祖
公
園
な
ど
は
外
せ
ま
せ
ん
。
そ
ん 

な
時
、
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を
知

り
ま
し
た
。
も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
と
思
い
早

速
申
込
み
ま
し
た
。 

講
座
が
始
ま
る
と
、
同
期
生
は
、
浦
添
在
住
の
先

輩
方
が
多
く
、
基
本
的
な
地
理
や
歴
史
に
詳
し
い
人

ば
か
り
で
、
浦
添
在
住
歴
四
年
の
私
に
勤
ま
る
だ
ろ

う
か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
講
座
は
、

沖
縄
島
の
成
り
立
ち
や
、
地
質
学
、
民
俗
学
の
専
門

の
先
生
の
お
話
が
聞
け
、
首
里
以
前
に
浦
添
に
あ
っ

た
古
い
琉
球
の
文
化
に
ふ
れ
て
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
前
の
席
に
陣
取
り
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
ま
し
た
。 

講
座
で
聴
い
た
話
を
友
人
た
ち
に
聞
か
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
私
の
復
習
に
も
な
り
ま
し
た
。
提
出
レ
ポ

ー
ト
を
書
く
た
め
に
、
地
図
と
首
っ
引
き
で
浦
添
御

殿
墓
ま
で
の
ル
ー
ト
を
調
べ
、
カ
メ
ラ
・
時
計
・
ノ

ー
ト
を
持
っ
て
、
初
め
て
の
歴
史
の
道
を
巡
り
ま
し

た
。
自
分
の
足
で
歩
き
、
目
で
確
か
め
た
事
は
大
変

意
義
深
か
っ
た
で
す
。
１
１
月
３
日
に
開
催
し
た
歴

史
ロ
マ
ン
街
道
「
尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る
」
で
も
、

こ
の
経
験
が
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。 

レ
ポ
ー
ト
、
実
地
試
験
、
筆
記
試
験
が
あ
り
、
無

事
合
格
と
な
り
、
ガ
イ
ド
の
出
発
点
に
立
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
客
と
の
接
し
方
を
学
び
、
先
輩

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
を
見
習
い
な
が
ら
、
早
く
一
人
前

の
ガ
イ
ド
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

      

 

 

うう
らら
おお
そそ
いい
歴歴
史史
新新
聞聞

 
 
 

安波茶橋

へ向かう

一行。 

第 53号 

首里城正殿ほかの焼失について 

 

令和元年 10月 31日未明に発生した火災により、 

琉球王国文化の象徴である首里城の主要な施設が焼失する甚大な被害がありました。 

平成の時代に再建された首里城は、沖縄県民の心の拠りどころであり、 

歴史的にも縁の深い本市は皆様とこの深い悲しみを分かち合い、関係者各位に心から

お見舞いを申し上げます。 

首里城の一日も早い復旧に向けて、浦添市は全力で協力します。 

 

令和元年 11月 1日   浦添市長 松本哲治 

                               浦添市議会議長 島尻忠明 

～ 首里城火災に対する支援金について ～ 

ご支援をよろしくお願いいたします 

 

募金箱設置場所：浦添市役所本庁(１階総合案内所) 

 

受付時間：午前 8時 30分～午後 5時 開庁日のみ 

 

問合わせ：浦添市教育委員会教育部  

文化財課史跡整備係 

電話 098-876-1234（内線 6211～3） 

 

 

「
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
」
は
、

浦
添
グ
ス
ク
や
浦
添
よ
う
ど
れ
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
証
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 
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【
展
覧
会
開
催
】 

 

〇
浦
添
市
市
制
５
０
周
年
記
念
プ
レ
企
画
展 

 

「
う
ら
そ
え
発
掘
！
５
０
年
」 

 

会 

期 

令
和
２
年
１
月
３
１
日
（
金
）
～ 

 
 
 
 

２
月
２
４
日
（
月
・
祝
） 

月
曜
日
休
館 

祝
日
・
同
振
替
は
開
館 

会 

場 

浦
添
市
美
術
館 

企
画
展
示
室
２
・
３ 

料 

金 

無 

料 

時 

間 

午
前
９
時
３
０
分
～
午
後
５
時 

 
 
 
 

＊
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で 

 
 
 
 

＊
入
館
は
閉
館
３
０
分
前
ま
で 

内 

容 

１
９
７
０
年
代
か
ら
２
０
１
０
年
代
ま

で
の
浦
添
の
歩
み
と
、
文
化
財
の
発
掘
や
整
備
保 

存
な
ど
の
活
動
を
、
出
土
品
や
写
真
な
ど
関
係
史

料
を
展
示
し
ま
す
。 

講
演
会   

「
う
ら
そ
え
発
掘
５
０
年
‐
浦
添
の
歴
史
と
私
」 

下
地
安
広
（
元
浦
添
市
教
育
委
員
会
文
化
部
長
） 

 
 

２
月
２
日
（
日
） 

午
後
２
時
～
４
時 

美
術
館
講
堂 

入
場
無
料 

 

〇
「
浦
添
の
日
本
遺
産
展
」（
仮
称
） 

 

「
う
ら
そ
え
発
掘
！
５
０
年
展
」
と
同
時
開
催
。 

去
る
５
月
に
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ 

―
「
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る

「
琉
球
料
理
」
と
「
泡
盛
」
、「
芸
能
」
沖
縄
県
（
那

覇
市
・
浦
添
市
）
と
、
浦
添
の
構
成
文
化
財
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

〇
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

  

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

で
す
。
平
成
１
７
年
に
、
浦
添
市
の
学
習
拠
点
と
し

て
開
館
し
、
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の
発
掘

調
査
で
の
出
土
品
や
、
戦
前
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
県
指
定
文
化
財
の
「
浦
添
よ
う
ど
れ
の
石

厨
子
」
、
浦
添
よ
う
ど
れ
西
室
（
英
祖
王
陵
）
内
部

を
実
物
大
で
復
元
展
示
し
て
い
ま
す
。
館
内
の
展
示

物
の
説
明
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ

ド
友
の
会
が
担
当
し
ま
す
。 

  
 

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

                   

             

           

         

 

〇
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館
（
や
か
た
） 

 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
・
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
） 

 
 

 
 

 

１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
港
川
５
１
２
の
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
９
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
番
系
統 

 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
文
化
財
の
収
蔵
展
示
施
設
で
す
。
浦
添
西
海

岸
道
路
北
側
か
ら
見
え
る
海
岸
沿
い
に
あ

り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
、
浦
添

の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

                

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

【
入
館
料
】 

 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 

小
人
（
小
中
学
生
） 
５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
） 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
を
中
心
に
浦
添
の
史

跡
・
文
化
財
の
案
内
を
致
し
ま
す
（
有
料
）
。
時

間
・
コ
ー
ス
は
相
談
く
だ
さ
い
。
基
本
料
金
ガ
イ

ド
１
名
に
つ
き
、
１
時
間
１
，
５
０
０
円
で
す
。 

 
 

 

  

〇
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

５
６
番 

 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公

園
の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
地
形
模
型

の
ほ
か
、
グ
ス
ク
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
出
土

品
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
グ

ス
ク
散
策
事
前
学
習
に
最
適
で
す
！ 

 
 

 


